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ガラス製吸虫管の内部に寒天をコーティングしたアザミウマ類に対する薬剤感受性

検定容器（以下簡易検定キット）において、内部の寒天に糸状菌が発生し、保存性に

問題が生じた。そこで、糸状菌発生防止対策と簡易検定キットの保存性について検討

を行った。簡易検定キット内部の寒天に発生した 2 種の糸状菌に対する各種薬剤の菌

糸伸⾧抑制効果について調査した結果、寒天へのイミノクタジン酢酸塩 100ppm の添

加が高い菌糸伸⾧抑制効果を示した。また、イミノクタジン酢酸塩 100ppm を添加し

た寒天を内部にコーティングした簡易検定キットを 5℃で保存した場合、180 日後で

も糸状菌の発生は認めなかった。さらに、イミノクタジン酢酸塩 100ppm を寒天に添

加した場合でもヒラズハナアザミウマの生存率に影響を与えなかった。以上の結果よ

り寒天へのイミノクタジン酢酸塩 100ppm の添加が簡易検定キットの保存性向上に有

効であることが明らかとなった。 
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